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論文内容の要旨
輯射パイ中間子捕獲反応を通じて 12C及び16 0の核構造について研究を行った。この反応の特徴は，
スピンーアイソスピン・モードの巨大共鳴を選択的に励起するという点にある。
この反応を記述する有効相互作用ハミルトニアンは，パイ中間子光発生の素過程のしきい値付近の
振舞いから得られた。
従来は別個に取り扱われていた，この反応における共鳴状態の励起と準弾性的核子放出の両過程を
統一的に取り扱うために，終状態の核に対して，連続殻模型を採用した。
この様な取り扱いの最初の試みとして，その構造が 1 粒子-1 空孔配位でかなり良く記述できると
考えられている 16 0における輯射バイ中間子捕獲についての研究を行った。結果はこの反応において，
20MeV付近の 2 -の状態が強く励起される事を示し，実験で得られている y線スペクトルとのおよそ
の一致を示した。次に種々の反応においてその構造が調べられており，かなり複雑な構造を持ってい
る事が知られている 12Cにおける輯射パイ中間子捕獲について研究を行った。その際，従来より配位
空間を拡げて，連続殻模型及び調和振動子殻模型による計算を行った。配位空間の制限による影響，
擬似状態の影響並びに残留相互作用の選び方による影響を調和振動子殻模型において調べ，連続殻模
型において採用した配位空間及び残留相互作用が適切で、ある事を示し，又擬似状態の影響はあまり大
きくない事を示した。結果は，輯射パイ中間子捕獲によって， 19MeV付近の 2 ーの状態が強く励起さ
れる事を示し，実験で得られている y線スペクトルとの良い一致が得られた。
又，アイソスピン・モードの巨大共鳴が励起される光反応について同じ核模型により研究を行い，
現在の核模型は 12Cにおける光反応を良く説明できる事を明らかにした。
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論文の審査結果の要旨
原子核における高エネルギーガンマ線放出をともなうパイ中間子吸収反応は，原子核の種々の振動
モードのうち，スピンーアイソスピンモードのみが励起される。このような振動モードは，一般的に
束縛状態ではなく，核子放出をともなう連続エネルギー領域に共鳴状態としてあらわれ，巾を持ち，
更に共鳴エネルギー前後において直接反応で放出される核子の連続エネルギースペクトルと干渉をお
こす，このような現象は共鳴を束縛状態とみなす従来の殻模型では記述することができない。この困
難を取除くためには，一核子を連続エネルギー状態に遷移させることを可能とする連続エネルギー殻
模型が必要で、ある。この模型を用い比較的核構造のよく知られて， 16 0 における上記反応により励起
された 16N の励起エネルギースペクトルを求め，実験とのよい一致を得た。この結果， 20MeVの 2 -
励起状態は，スピンーアイソスピンモードであることが確認された。又30MeV 以上の励起エネルギ
ー領域で、は偶パリティ状態が支配的であることを示した口
更に複雑な構造をもっ 12Cの場合， lliω励起の負パリティ状態に対する非摂動ハミルトニアンの配
位の選択は，従来の殻模型を用い，また核の重心励起に対応する擬状態の影響も考察した後に，決定
されている。その結果，連続エネルギー殻模型によって求められた 12Bの励起エネルギースペクトル
は，実験との非常によい一致を示した。ここで、は19MeVの 2~ 23MeVの 1-励起状態が，スピンーアイ
ソスピン励起モードであることが明らかにされた。偶パリティの寄与は， 30MeV以上の励起エネルギ
ーでは重要で、あるが， 16 0 にわけるほど大きくな Po
大塚登君の研究は，上記のように連続エネルギー殻模型を用いて， 12C, 16 0 における高エネルギー
ザンマ線放出をともなうパイ中間子吸収反応によるスピンーアイソスピン振動モードを，初めて定量
的に理解した研究であり，今後この分野の研究に資する面が大きいと思われる。よって理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
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